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泉南市教育委員会令和元年第 10回定例会会議録 

 

 

（１）日時・場所 

    令和元年 10月 29日（火） 

    午後３時 00分 開会   午後４時 20分 閉会 

    泉南市役所 大会議室において 

 

（２）教育委員会出席者 

    古川 聖登   教育長 

    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 

    薮内 進    教育委員会委員 

    栁澤 泰志   教育委員会委員 

    太田 淳子   教育委員会委員 

 

（３）事務局出席者の職氏名 

    岡田 直樹   教育部長 

稲垣 豊司   教育部参与 

桐岡 秀明   教育総務課長 

    岩崎 誠    学務課長 

    新納 孝啓   指導課長 

    西本 隆志   生涯学習課長 

    岡坂 吾一   文化振興課長 

    岩橋 正記   生涯学習課参事 

 

（４）休憩・遅刻等について 

     

 

（５）会議録署名者の氏名 

    古川 聖登 

    片木 哲男 
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泉南市教育委員会 令和元年第 10回定例会 議事日程 

令和元年 10月 29日（火）午後３時 00分 開会 

泉南市役所 大会議室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

日程第４ 

 

 

 

 

 

 

日程第５ 

 

日程第６ 

 

日程第７ 

 

日程第８ 

 

日程第９ 

 

日程第１０ 

 

 

 

 

 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

議案第２号 

 

議案第３号 

 

議案第４号 

 

議案第５号 

 

議案第６号 

開   会 

 

会議録の承認 

 

会議録署名者の指名 

 

教育長報告 

 

事務局報告 

（１）泉南市教育大綱（案）について 

（２）泉南市留守家庭児童会実施要綱の一部改正について 

（３）泉南市実費徴収に係る補足給付事業補助金交付要綱 

の制定について 

（４）英語検定の市内準会場実施について 

 

泉南市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

泉南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

泉南市立学校の府費負担教職員の勤務時間、休日、休暇等

に関する規則の一部改正について 

令和元年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要求

（案）（教育委員会所管分）について 

令和２年度からの JETプログラム事業導入について 

 

泉南市小中学校スマートフォン等取り扱いガイドライン

について 

 

その他 
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午後３時 00分開会 

○古川教育長 ただいまから、泉南市教育

委員会令和元年第 10 回定例会を開催しま

す。出席者が過半数であり、定足数に達し

ておりますので、会議は適法に成立してお

ります。 

 これより日程に入ります。 

 日程第１、会議録の承認についてお諮り

します。令和元年第１回臨時会会議録、令

和元年第９回定例会会議録は、既に案とし

て委員の皆様に配付しており、確認いただ

いておりますので、原案のとおり承認する

ことに御異議ございませんでしょうか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、両会議録を承認することに決定

いたしました。 

 日程第２、会議録署名者の指名を行いま

す。本日の会議録署名者は、教育委員会会

議規則第 12条第２項により、教育長のほか

に教育長において片木委員を指名いたしま

す。 

 次に日程第３、報告第１号、教育長報告

を議題といたします。 

 初めに、台風 19号を始めとした自然災害

で被災された方々に謹んでお見舞い申し上

げますとともに、亡くなられた方々の御冥

福をお祈りいたします。 

 本日は、本定例会に先立ちまして信達小

学校に学校訪問をさせていただきました。

子どもたちが伸び伸びと育っている様子を

拝見し、こちらも更に意欲が湧いてきまし

た。今後も機会をつくって学校園の意見を

直接訪問して伺い、教育環境の改善に生か

してまいりたいと存じます。また機会があ

れば、市長、副市長、その他普段なかなか

学校に行けない方々にも来ていただければ

と思っております。 

 さて、今月も「教育長だより」をつくら

せていただきました。幼児教育の重要性、

そしてスマートフォン等のガイドラインに

ついて教職員にも情報提供しております。 

 10 月 24 日には、泉南市議会の厚生文教

常任委員協議会を開催していただき、４点

にわたり報告をさせていただきました。１

点目は令和２年度からの JET プログラム事

業導入について、２点目は泉南市小中学校

スマートフォン等取扱いガイドラインにつ

いて、３点目は夏休みの子どもの居場所づ

くり事業報告、４点目は泉南中学校の改築

工事の進捗でございます。本日の議会定例

会において、JET プログラムと泉南市小中

学校スマートフォン等取扱いガイドライン

については、御審議の上、正式に私どもの

決定としていただき、速やかにマスコミ等

にも情報提供させていただきたいと存じま

す。 

 また、10 月６日の日曜日ですけれども、

泉南市として、初めて英語検定を実施しま

した。後に詳しく御報告する予定ですが、

来年度から始まる JET プログラムを活用し

た外国語教育とも相まって、泉南市の国際

化教育の大きな前進となりました。 

 最後に、市役所職員の横領事件がござい

まして報道されているところでございます

が、市議会の全員協議会が９月 25日に開催

されました。この件につきましては、泉南

市のホームページの「市長の部屋」の中に、

市長のメッセージとして概要が書かれてお

ります。教育委員会の事業においても現金

をお預かりすることがありますので、今後

さらに気を引き締めて業務を行ってまいり

ます。このような暗いニュースがあるから

こそ、教育委員会として市民や子どもたち

を元気にする各種事業を組んでいき、順次

発表していきたいと考えます。そして泉南

市の将来に大きく希望をもっていただける

ように頑張ってまいりたいと思っている次

第でございます。 

 私からは以上です。 

 ただいまの報告に対し、御質問・御意見
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等はございませんでしょうか。 

 よろしいですか。 

 ないようですので、以上で本報告を終了

いたします。 

 次に、日程第４、報告第２号、事務局報

告を議題といたします。桐岡教育総務課長

から、泉南市教育大綱（案）について、報

告をお願いします。 

 桐岡教育総務課長。 

 

○桐岡教育総務課長 報告第２号、泉南市

教育大綱（案）について説明させていただ

きます。 

 泉南市教育大綱につきましては、４月、

６月、７月に計３回開催した総合教育会議

において一定の案を取りまとめる形となり

ました。特に７月の第３回の会議では、大

まかな方向性とある程度の文言の確定を行

いましたけれども、会議後に細かな語句の

訂正につきましては事務局で行いましたの

で、今回説明させていただきます。それで

は、お手元の泉南市教育大綱（案）の３ペ

ージをごらんください。こちらには大綱の

位置づけのイメージを載せておられますけ

れども、そこの右上の吹き出しの部分に市

の総合計画の教育に関するまちづくりの方

向というものが抜粋されておりますけれど

も、そのうちの第２章、「みんなが健やかで、

みんなが助け合うまち」というところがあ

りますけれども、以前の会議の中では、「み

んなが健やかで」の後に続く文章の「みん

なが」が抜けておりましたので、市の総合

計画の章題のとおりとするため追記したも

のでございます。 

 ２点目につきましては、６ページ、基本

方針２、「小・中学校の教育力の充実」とい

うところでございますけれども、「④国際化

教育の推進」の部分におきまして、２行目、

「ふるさとの文化や多文化への理解を深め

るとともに」、というところにアンダーライ

ンを引いておりますけれども、ここは第３

回の会議のときに、故郷を愛する心や地元

をよく知ることの重要性について、文言を

検討してほしいという御意見をいただきま

したので、ここに「ふるさとの文化や」と

いう文言を追記しております。 

 次に「⑤食育の推進」の一行目、「食習慣

を身につけ」のところですけれども、「つけ」

が漢字になっておったものを平仮名に修正

しております。 

 次に「⑥小中一貫教育による学習の充実」

の「小・中学校間の円滑な接続を行うとと

もに」とアンダーラインを引いていますけ

れども、この部分には、「行うとともに」を

追記しております。その後、「基礎学力の向

上、国際化教育などについて」云々と続い

ておりますけれども、修正前は「国際化教

育など」となっていたんですけれども、今

回「基礎学力の向上」という部分を追記さ

せていただいております。 

 最後に、９ページをごらんください。「基

本方針５」、「生涯学習の推進」の部分です

けれども、ここの最後の「⑤子どもの居場

所づくりの推進」の部分の一行目、「子ども

の「居場所」は、「生きる」、「守られる」、

「育つ」、「参加する」ための」となってお

りますけれども、それぞれ句読点を追記し

ております。 

 以上が修正、追記の部分の概要になりま

す。今後、泉南市教育大綱につきましては、

今回定例会で報告させていただいた後、市

長部局で決裁の後、12月市議会で報告をさ

せていただく予定となっております。 

 泉南市教育大綱に連動する泉南市教育振

興基本計画につきましては３月の策定に向

けて現在作業を行っておりまして、改訂さ

れる新しい泉南市教育大綱の柱に沿うよう

に項目を精査しているところでございます。

それが終わりましたら、今後各項目の内容

へ入っていく予定を考えております。 
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 泉南市教育大綱（案）につきましては以

上でございます。 

 

○古川教育長 ただいまの報告に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 ないようですので、次に西本生涯学習課

長から、泉南市留守家庭児童会実施要綱の

一部改正について、報告をお願いします。 

 西本生涯学習課長。 

 

○西本生涯学習課長 私から事務局報告

（２）泉南市留守家庭児童会実施要綱の一

部改正について御報告申し上げます。 

 令和２年度の入会に向け、11月から入会

案内の配布を行うこととなっておりますが、

本事業を進めていくに当たり、新たに要綱

の一部を改正する必要が生じましたので御

報告させていただくものです。資料７ペー

ジ以降の新旧対照表をごらんください。 

 今回の改正の主な趣旨としましては、９

ページにあります様式１、入会児童の現況

におけます健康状態等についてでございま

す。これでは、左側の表の上の部分にあり

ますように、健康状態において障害の有無

をお聞きしていますが、留守家庭児童会の

運営を行っていく中で子どもたちがほかに

利用している施設等との連携の必要性も生

じていることから、それら施設とも円滑に

連携できるように、右側のとおり支援学級、

放課後等デイサービス並びに保育所等訪問

支援事業の利用状況の有無の項目を新たに

盛り込み、特別な配慮が必要なお子様に対

しての支援強化を行っていきたいと考えて

おります。 

 ７ページ目に戻っていただきたいのです

が、７ページ、８ページにおきましては内

容的には特に変わっておりません。文言等

につきまして今回整理をさせていただき、

変更させていただいております。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、報告

とさせていただきます。 

 

○古川教育長 ただいまの報告に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 ないようでしたら、次に岩崎学務課長か

ら、泉南市実費徴収に係る補足給付事業補

助金交付要綱の制定について、報告をお願

いします。 

 岩崎学務課長。 

 

○岩崎学務課長 私から報告第２号、事務

局報告（３）、泉南市実費徴収に係る補足給

付事業補助金交付要綱を御報告させていた

だきます。 

 去る９月市議会におきまして、幼児教

育・保育の無償化の実施に伴う関係条例の

整備等に関する条例が制定されました。併

せて平成 31 年度大阪府泉南市一般会計補

正予算において、これらの補足給付補助金

等の予算も認められました。 

 そこで、制度未移行の私立幼稚園３園、

砂川第二幼稚園、安松幼稚園、さつき台幼

稚園に通っておられる、泉南市にお住いの

お子様につきまして、副食費、いわゆる御

飯、パン等ではなく、おかずの給食費の補

助に係る支払いに関する交付要綱として設

けさせていただいたところでございます。 

 内容につきましては、第１条、目的、第

２条は、用語の定義でございます。第３条

に補助対象者として、今申しました泉南市

在住のお子様ということを明記し、第４条

には補助対象費用ということで、２行目に

副食材料費相当額と規定させていただいて

おります。補助限度額につきましては第５

条、予算の範囲内において、月額 4,500 円

を限度とするものでございます。補助対象

期間といたしましては、第６条に規定して

おります。 

 ２ページをめくっていただきまして、交

付申請、交付決定、交付方法、また補助金
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に関する調査、交付決定の取消し、また３

ページにいきまして、補助金の返還という

ことで、これらにつきまして規定させてい

ただいております。本要綱については、令

和元年 10 月１日から施行するというもの

でございます。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、報告

させていただきます。以上でございます。 

 

○古川教育長 ただいまの報告に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 ないようですので、新納指導課長から英

語検定の市内準会場実施について報告をお

願いします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 それでは私から事務局報

告（４）、英語検定の市内準会場実施につい

て報告いたします。 

 10 月６日日曜日、午前 10 時から準２級

と４級を、午後２時から３級と５級の試験

を実施しました。場所は、泉南中学校を準

会場としてお借りいたしました。市内の４

中学校から申し込みをいただきまして、80

人に受験いただきました。内訳は、準２級

が８人、３級が 27 人、４級が 25 人、５級

が 20人でございます。この準会場での受験

を申し込みいただきますと、1,000 円安く

受験いただけますので、交通の便といった

こととあわせて、生徒、保護者にとってメ

リットがあると考えているところです。 

 申込みは、学校を通じて申し込んでいた

だいて、検定料を納めていただくという形

で実施いたしました。今回、二学期スター

トの当初に中学校の生徒にお知らせしたの

ですが、もう既に本会場のほうで申し込ん

でしまったというお問い合わせもいただき

ました。もう少し早い段階でお知らせする

必要があったと考えているところです。夏

季休暇に入る前に泉南中学校での準会場実

施ということを御案内しておけば、もう少

し受験していただく生徒がふえてくるのか

なというふうに考えております。 

 また先ほどもありましたように、国際化

教育の流れの中で、この準会場での実施と

いうのは続けていこうと考えております。

来年度については小学生も含めて受験して

いただけるような体制で臨みたいと考えて

いるところです。 

 最後に、合否通知が先週末に届いており

まして、学校を通じて受験した生徒に、お

返ししていただくように段取りを進めたと

ころでございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ただいまの報告に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 この合否の結果なんですけれ

ども、本人への通知だけではなく、学校で

もわかるのですか。 

 

○新納指導課長 申込み団体に、全体の結

果が返ってくる形になっております。学校

での英語の指導に生かすことができると思

っていますので、合否の結果が分かるよう

に各学校にお返しするようにしています。 

 

○古川教育長 ほかにございませんか。 

 ないようですので、以上で本報告を終了

いたします。 

 次に、日程第５、議案第１号、泉南市公

民館運営審議会委員の委嘱についてを議題

といたします。 

 本議題の説明を岡坂文化振興課長からお

願いします。 

 岡坂文化振興課長。 

 

○岡坂文化振興課長 私から、議案第１号、
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泉南市公民館運営審議会委員の委嘱につい

て、御説明申し上げます。 

 公民館運営審議会委員は、泉南市立公民

館条例第５条に基づき、定員 25名中、現在

15名で構成されております。この度、変更

がございましたので御説明させていただき

ます。 

 １ページをごらんください。学識経験が

ある者として、上之山幸代様を今回新たに

任命させていただきます。学校教育関係者

として校園長会代表の右馬隆治様、家庭教

育の向上に資する活動を行う者として民生

委員児童委員の大家清美様、続いて、公募

による市民として表まり子様、この３名は

再任でございます。次に、社会教育関係者

として信達公民館クラブ活動委員会の河﨑

公雄様を前任者の後任ということで今回新

たに任命させていただきます。学識経験が

ある者として厚生文教常任委員会委員長河

部優様を再任させていただきます。社会教

育関係者として樽井公民館クラブ連絡協議

会の新会長の坂本敏男様を前任者の後任と

いうことで、今回新たに任命させていただ

きます。西信達公民館クラブ協議会の代表

の白井千文様を再任させていただきます。 

 次のページをごらんください。社会教育

関係者として婦人団体協議会の新会長の道

場和子様を今回新たに委嘱させていただき

ます。社会教育関係者として新家公民館活

動連絡会会長の檜山政宏様を再任させてい

ただきます。学校教育関係者として校園長

会代表の山口晃様を再任させていただきま

す。 

 以上、11名の方を泉南市公民館運営審議

会委員として適任者と認め委嘱したいので、

提案させていただくものでございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 ございませんでしょうか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号は承認することに決

定いたしました。 

 次に、日程第６、議案第２号、泉南市放

課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題といたします。 

 本議案の説明を西本生涯学習課長からお

願いします。 

 西本生涯学習課長。 

 

○西本生涯学習課長 議案第２号、泉南市

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定につきまして、御説明申し上げ

ます。 

 本年第５回定例会において同条例の改正

について御承認をいただいたところであり

ますが、今回新たに改正を行う必要が生じ

たため再度御承認を求めるものであります。 

 提案理由につきましては、国の放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準において、附則第２条の職員の経過措置

については、令和２年３月 31日をもって終

了することとなります。つきましては、本

市関係条例において、所要の改正を行う必

要があるため、本条例を提案するものであ

ります。 

 ８ページの新旧対照表をごらんください。 

 第 10 条の職員の規定について改正をし

ております。第３項は、途中からなんです

けれども、「都道府県知事又は地方自治法

（昭和 22年法律第 67号）第 252条の 19第

１項の指定都市の長が行う研修を修了した
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もの」と定められておりますが、今回の改

正はこれに加え、「又は任用されるべき日の

属する年度の翌年度の末日までに同項で規

定する研修を修了することを予定している

もの」という文言を追加しております。こ

れによりまして、今後も研修未受講者であ

っても、従来どおりみなし支援員として採

用することが可能となります。なお、施行

日は令和２年４月１日となります。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、議案

第２号の説明とさせていただきます。 

 御承認賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 これは、附則の第２条、職員に関する経

過措置について、経過措置の適用が来年の

３月までですので、本則の中に同じ内容を

盛り込んだという形になっております。 

 御質問・御意見等はございませんでしょ

うか。 

 よろしいですか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第２号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号は承認することに決

定いたしました。 

 次に、日程第７、議案第３号、泉南市立

学校の府費負担教職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する規則の一部を改正する規則

の制定についてを議題といたします。 

 本議案の説明を岩崎学務課長からお願い

します。 

 岩崎学務課長。 

 

○岩崎学務課長 失礼いたします。議案第

３号、泉南市立学校の府費負担教職員の勤

務時間、休日、休暇等に関する規則の一部

を改正する規則の制定につきまして、お諮

りいたします。説明を申し上げます。 

 提案理由といたしまして、大阪府教育庁

より府立高等学校等の職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する規則が改正され、本年

10 月 18 日から施行されたことに伴い、本

市においても泉南市立学校の府費負担教職

員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則

に所要の改正が必要となったため提案する

ものでございます。 

 ２ページ目をお開きください。 

 第４条の２の後に次の１条を加えるとい

うことになります。新旧対照表が３ページ

にございますのでごらんください。 

 改正後といたしまして、障害のある職員

についての特例、第４条の３、「第２条及び

第４条の規定にかかわらず」とありますが、

この第２条といいますのが、勤務時間の割

り振りについてでございます。第４条の規

定、第４条と申しますのは、休憩時間につ

いての規定でございます。これらの規定に

かかわらず、障害者の雇用の促進等に関す

る法律、第２条第１号に規定する障害者で

ある職員のうち、次に掲げる職員について、

当該職員の特性に応じた安定的な勤務のた

めにその変更の必要があると認められる場

合における勤務時間の割り振り及び休憩時

間は、公務の運営に支障がない場合に限り、

別に定めるというものでございます。 

 （１）、（２）については、ごらんのとお

りでございます。 

 この規則は公布の日から施行し、改正後

の泉南市立学校の府費負担教職員の勤務時

間、休日、休暇等に関する規則の規定は令

和元年 10 月 18 日から適用することとした

いと考えております。 

 提案は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○古川教育長 ただいまの説明に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 では私から、改正内容につきまして、分

かりやすい例示はございませんか。 

 岩崎学務課長。 

 

○岩崎学務課長 昨日、府の教育委員会と

ヒアリングの中で質問させていただいたん

ですけれども、状況は個々に様々でござい

ますので、例示というものは特になく、該

当する職員から学校長に申し出があればそ

の都度対応となるかと思います。勤務時間

の割り振りというのは、これまでは８時半

から午後５時までの７時間 45 分勤務とい

うことなんですけれども、それをその職員

の方に応じた時間帯に設定することができ

るということでございますので、例えば通

勤ラッシュ時間をずらすなどの要望があれ

ば職員の希望も聞いていただく中で働きや

すい環境を醸成してくださいということで

聞いております。 

 以上でございます。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。 

 ほかに質問・御意見等はございますか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 先ほどの件ですけれども、例

えばスタートが午後９時半だったら終わり

は遅くなるんでしょうか。それとも変わら

ず午後５時までなんですか。 

 

○岩崎学務課長 勤務時間は７時間 45 分

ということです。例えばある学校では午前

８時 20 分スタート、午後４時 50 分までと

いう形になっています。それを調整すると

しても二、三十分程度のものになるのかな

と考えてございます。 

 以上でございます。 

 

○古川教育長 ほかに、御質問・御意見等

はございませんでしょうか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は承認することに決

定いたしました。 

 次に、日程第８、議案第４号、令和元年

度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る要

求（案）（教育委員会所管分）についてを議

題といたします。 

 本議案の説明を桐岡教育総務課長からお

願いします。 

 桐岡教育総務課長。 

 

○桐岡教育総務課長 議案第４号、令和元

年度大阪府泉南市一般会計補正予算に係る

要求（案）（教育委員会所管分）について説

明させていただきます。 

 本議案につきましては、12月に開催され

ます第４回市議会の定例会へ提案する予定

のものとなっております。 

 ページをおめくりいただきまして、２ペ

ージをごらんください。こちらには今回該

当します課の総括表を載せております。 

 まず生涯学習課、歳入が０、歳出が 86万

6,000円。次に文化振興課、歳入が 10万円、

歳出が 10 万円、２課の合計として歳入が

10 万円、歳出が 96 万 6,000 円となってお

ります。 

 その詳細につきましては、次の３ページ

をごらんください。こちらに、両課の詳細

を記載しております。 

 まず、生涯学習課につきましては、歳出、

教育費、保健体育費、ワールドマスターズ

ゲームズ開催事業、負担金補助及び交付金
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といたしまして、86 万 6,000円。その概要

といたしましては、ワールドマスターズゲ

ームズ関西 2021 の開催に向けての広報活

動費として、泉南市実行委員会への負担金

を新規計上するものでございます。補正理

由といたしましては、ワールドマスターズ

ゲームズ関西 2021の機運醸成に向けて、PR

活動を実施する必要があるためとなってお

ります。 

 次に文化振興課におきましては、歳入と

して費目が寄附金、教育費寄附金、図書購

入費寄附金として金額 10 万円を計上して

おります。概要といたしましては、「国際ソ

ロプチミスト大阪―りんくう」から、女性

問題に関する図書購入のための寄附金を受

領するものでございます。補正の理由とし

ては、11月９日付で、上記団体から寄附の

予定があるため。内容としましては、発注・

納品に時間を要し、３月補正では、年度内

に図書購入ができず、団体の意向に沿えな

いため、今回の補正となっております。 

 それから歳出につきましては、教育費、

社会教育費、図書館及びホール費、図書館

運営事業、備品購入費として 10万円を計上

しております。 

 概要といたしましては、女性問題に関す

る図書の購入となっております。その理由

といたしまして、「国際ソロプチミスト大阪

―りんくう」から、図書購入寄附金を受領

いたしまして、その団体の意向であります

女性問題に関する図書を購入するためとな

っております。 

 今回、補正を予定している案件につきま

しては、以上でございます。 

 

○古川教育長 御質問・御意見をいただく

前に、私から一点補足させていただきます。

この最初の生涯学習課のワールドマスター

ズゲームズ開催事業の負担金につきまして

は、先ほど配付しました、泉南市議会だよ

りの５ページに詳しく記載されています。

９月議会において、ワールドマスターズゲ

ームズ開催事業の負担金として、一般会計

予算 100 万円を計上しておりましたが、実

行委員会未設置のため、それを抜いた形で

補正予算の修正案が出されまして、それが

可決された経緯がございます。12月までに

は実行委員会が立ち上がるという予定でよ

ろしいですか。 

 

○岩橋生涯学習課参事 11月中には実行委

員会を立ち上げる予定となっております。 

 

○古川教育長 実行委員会がまだ立ち上が

っていない段階ですが、速やかに立ち上げ

て教育委員の皆様にもお示しした上で 12

月議会にかけるというお約束をした上で予

算を御審議いただければと存じます。 

 改めまして、御質問・御意見等はござい

ませんでしょうか。 

 それでは私から、金額が 100万円から 86

万 6,000 円に変わっていることについて、

説明していただけますか。 

 

○岩橋生涯学習課参事 今回の予算に当た

っては、物品購入計画の上で、工夫するこ

とで経費圧縮した結果となっております。 

 以上になります。 

 

○古川教育長 ほかに、御質問・御意見等

はございませんか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は承認することに決

定いたしました。 

 次に、日程第９、議案第５号、令和２年
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度からの JET プログラム事業導入について

を議題といたします。 

 本議案の説明を新納指導課長からお願い

します。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 それでは私から、議案第

５号、令和２年度からの JET プログラム事

業導入につきまして御説明いたします。 

 外国語教育の充実と国際交流の推進を図

ることを目的とし、一般財団法人自治体国

際化協会が運営する語学指導等を行う外国

青年招致事業、JET プログラムを導入しま

す。本市に招致する詳細等が明らかになっ

てまいりましたので、今回提案させていた

だきます。 

 一枚めくっていただきまして、JET プロ

グラムの概要です。JET プログラムは、語

学指導等を行う外国青年招致事業（The 

Japan Exchange and Teaching Programme）

の略でございます。外国青年を招致し、地

方自治体で任用し、外国語教育の充実と地

域の国際交流の推進を図る事業です。 

 総務省・外務省・文部科学省が協力して、

自治体国際化協会（CLAIR）が運営しており

ます。令和元年現在で 33年目を迎えており

まして、これまで 57カ国から 5,700名を超

える外国青年が日本に来ているという事業

になっております。 

 JETプログラムには、３つの職種がござ

います。（ア）が ALT、外国語指導助手です。

（イ）が CIR、国際交流員です。（ウ）が SEA、

スポーツ国際交流員です。 

 ２ページに詳細がございます。 

 ALT（外国語指導助手）につきましては、

小・中学校の外国語授業や外国語活動で、

生きた英語を話す指導助手として日本人教

師の補助をしていただきます。また、イン

グリッシュ・キャンプの実施など、英語を

始めとする外国文化に親しむ場を設けるこ

とで、ALTの母国についての学習や体験す

るということで、多文化共生を体験しても

らえると考えております。また、市域に住

まう外国人の行政相談、外国人の子どもの

教育の充実にも資するものだと考えており

ます。 

 CIR（国際交流員）は、市の国際交流施策

に携わっていただきまして、将来的には姉

妹都市提携などにも向けた橋渡し役という

ところも担っていただけるものと考えてお

ります。また、公立だけでなく市内の全て

の幼稚園、保育所、認定こども園にもネイ

ティブ・スピーカーを派遣することで、全

ての幼児が英語に親しめる環境を提供した

いと考えています。それから、ワールドマ

スターズゲームズ関西 2021 のオープンウ

ォータースイミング大会の開催に向けた、

SNS などを用いた世界への情報発信も担っ

ていただこうと考えております。また、イ

ンバウンド受入れに向けたネイティブ・ス

ピーカーによる多言語翻訳や情報発信、そ

ういった観光施策面での従事もしていただ

けると考えています。また、JET メンバー

と市域に住まう外国人を交えた地域におけ

る国際交流活動を推進していただけるとい

うところでございます。 

 SEA（スポーツ国際交流員）につきまして

は、一流の外国人スポーツ指導者で、クラ

ブ活動等で子どもたちに指導補助すること

で、競技水準の向上と国際交流を併せて推

進していきたいと考えているところでござ

います。 

 ３ページ右側、別表を見ていただきます

と、配置人数の内訳を記載しています。ALT

につきましては、合計 20名、中学校、小学

校に学級数に応じて人数を配置しておりま

す。西信達中学校は１名なんですが、学級

数が多いところに２名若しくは３名を配置

しています。中学校では各クラス週２回程

度は教室に入っていただけると、小学校で
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は週１回程度入っていただけるという授業

数を計算いたしまして、人数の配置をして

いるところになります。 

 また、着任時期ですが、外国の青年です

のでカレンダーが日本と異なりまして、９

月始まりの国が多いです。４月から来日し

ていただける外国青年は数が少数であると

いうところから、中学校から任用を開始し

ていきます。それから９月のほうが来日す

る外国青年が多いというところから、小学

校は９月任用になり、着任時期がずれると

いうことになっております。 

 それから出身国ですが、英語圏の国から

広く来ていただこうと考えています。 

 CIR（国際交流員）につきましては、４名

を配置したいと考えています。まずは４月

に教育委員会に３名、出身国としてはアメ

リカ、ペルー、中国といった多彩な出身国

の方に来ていただけたらというふうに考え

ているところです。 

 それから９月にはもう１名、フィリピン

出身の方にも来ていただきまして、この方

は市長部局とも連携いたしまして、国際交

流というところを中心に担っていただこう

というふうに考えています。 

 SEA（スポーツ国際交流員）３名につきま

しては、９月の着任を考えています。サッ

カー、野球、水泳といった種目で１名ずつ

来ていただこうと、水泳の方については、

小学校の水泳授業を中心に入っていただけ

るのではないかと、サッカーや野球につき

ましては、中学校のクラブ活動やスポーツ

少年団などでの助言等もしていただけるの

ではないかと考えています。そういったス

ポーツを通した国際交流というところを進

めていただこうと考えています。 

１ページ目に戻っていただきまして、JET

運営の財源についてなんですけれども、JET

の任用に要する経費につきましては、JET

の受入れの数に応じて普通交付税措置され

ます。120万円プラス JET数×482万円とな

っています。今、泉南市で計画している 27

人規模ですと、１億 3,000 万円程度になっ

てくるようなことになります。また、JET

プログラムコーディネーターに係る経費に

つきましても、一部を特別交付税措置され

るという形になってまいります。 

 ３番目、JET の任用や報酬についてなん

ですけれども、まず一つ目、会計年度任用

職員としての任用になります。これは全国

的にも決まったものということになってま

いります。 

 任期は１年、本人や任用団体が希望すれ

ば最長５年まで同じ人を任用することが可

能になります。任用時期は春と夏、４月と

９月に大きく分かれます。 

 勤務時間等は週 35時間勤務、これも固定

されたものになります。超過勤務等はござ

いません。休業日に出勤する場合は振替休

日を取っていただく形で対応することにな

ってまいります。 

 報酬につきましても、これは全国一律で

決まったものになります。１年目は月額 28

万円、２年目は 30 万円、３年目、４年目、

５年目と定められたものになっています。

地域手当、期末手当等はございません。 

 ２ページ（エ）の部分の JET の生活支援

について、JET で来ていただく外国青年の

方が４月に来日しますと、東京で中央研修

を３日ほど受けていただきます。その後、

すぐに泉南市に来られます。日本に来られ

てからすぐに泉南市で生活されるという形

になりますので、生活支援が必要になって

くるかと思います。先進事例では、自治体

が住宅をまとめて借り上げて、社宅という

形で貸し出すという例もございます。泉南

市においては、現在支援策について検討し

ているところでございます。 

 今後のスケジュールですが、12月議会に

おきまして、給与等の条例部分を提案させ
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ていただくというところがございます。３

月議会には予算案を提案させていただきま

す。４月着任は中学校の ALT中心になりま

すので、１学期間は中学校の ALTが、校区

の小学校にも応援に行っていただくという

ような形で、小学校についても１学期から

少しずつ ALTの皆さんが外国語授業に入っ

ていくことを進めていきたいと考えている

ところです。 

 一番後ろのページは、自治体国際化協会

（CLAIR）が作成している資料です。JETプ

ログラムの３つの職種を説明した資料にな

ります。 

 それからもう一つホッチキス止めしてい

る資料について、これは、JET プログラム

を導入することで、外国語英語教育を充実

させ、まちの活性化を図りますということ

を、広く公表させていただきたいと考え、

プレス発表するために用意している資料に

なります。 

 以上になります。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 内容を見せていただいて驚く

ととともに非常にうれしい限りなんですけ

れども、皆さん御存知のように私は今まで

何年も ALTの増員を市長にも会うごとにお

願いしておりました。現在、１名からやっ

と３名にしていただいているわけですけれ

ども、JETプログラムというもの自体、事

務局の方も我々も全く知りませんでした。

教育長が来られて初めてこういう制度の存

在を知り非常に驚いているわけです。今ま

で増員できない理由として、財政が厳しい

という説明を受けていたわけですけれども、

これを見させていただきましたら、交付税

が措置されるということで自前の資金はほ

とんど要らずに交付税で賄えるということ

で本当にこれはありがたく、びっくりして

おります。こういう形でプレス発表される

と、近隣市町でも希望するところがあるか

もしれませんが、近隣市町が同じようにこ

れを利用したいと言えば同じようなことが

できるわけなんですか。 

 

○古川教育長 はい、全く同じことができ

ます。 

 

○片木委員 そうですか。以前、箕面市の

教育委員会の方とお話しする機会がありま

して、箕面市では何十人かこういう形で ALT

が入っておりまして、そんな人数どこで頼

んだのか、さすが箕面市だと思っておりま

した。財政的にも豊かだからかとも思いま

した。 

教育長が来られてこういう情報が入った

んだと思うんですけれども、プレス発表し

て、近隣市でも取り組むこととなれば、泉

州全体がレベルアップすることにつながる

と思います。国際化ということでも空港が

目の前にあるわけですから、泉州全体のレ

ベルアップにつながるよう、泉南市が先鞭

をつけていただいたということで非常にあ

りがたいと思っております。これを泉州全

体にぜひ広めてただきたいと思います。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。箕

面市に関しましては、今年度 74人の JETを

任用しておられると聞いておりまして、私

どもも早い時期から教育委員会の職員と箕

面市を訪問し、色々教えていただきました。

その際、快く情報提供いただきまして、資

料なども御恵与いただきました。来年度か

らスムーズに導入し、先生方に喜んでいた

だけるよう準備を進めているところでござ

います。ありがとうございます。 

 ほかに、御質問・御意見等はございます
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か。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第５号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号は承認することに決

定いたしました。 

 次に、日程第 10、議案第６号、泉南市小

中学校スマートフォン等取扱いガイドライ

ンについてを議題といたします。 

 本議案の説明を新納指導課長からお願い

いたします。 

 新納指導課長。 

 

○新納指導課長 私から、議案第６号、泉

南市小中学校スマートフォン等取扱いガイ

ドラインにつきまして、提案させていただ

きます。 

 提案理由といたしましては、大阪府教育

庁におきまして、本年３月に小中学校にお

ける携帯電話の取扱いに関するガイドライ

ンが策定されました。これまでは小中学校

への携帯電話の持込みは原則禁止となって

おりましたが、これを防災・防犯のために、

一部許可するというものですが、各市町に

おいて、ガイドラインを策定することとな

っておりました。それに伴いまして、泉南

市小中学校においてスマートフォン等の取

扱いに係るガイドラインが必要となったた

めに提案させていただくものです。 

 一枚おめくりいただきまして、泉南市小

中学校スマートフォン等取扱いガイドライ

ン（案）とさせていただいております。表

紙には「せんくま」を入れさせていただい

ております。 

 大阪府のガイドラインの策定を受けまし

て、私どもでは、６月から７月にかけまし

て小学校４年生から中学校３年生までの児

童・生徒を対象に、スマートフォン等に関

するアンケートを実施いたしました。 

アンケートの結果、非常にたくさんの子

どもたちがスマートフォンを持っていると、

小学生では 50％、中学生では 80％を超える

子どもたちがスマートフォンを持っている

という実態が見えてまいりました。 

 また、８月の終わりに４中学校の生徒会

代表の生徒に集まっていただき、そのアン

ケートの結果を見せて意見も聞かせていた

だきました。生徒からは、とても便利でい

いものなんだけれども、学校では必要ない

という意見もございました。また、スマー

トフォンを持ってないことで、仲間外れに

されたり、いじめにつながったりするよう

な問題も、子どもたちの意見にございまし

た。一方で、やはり防災・防犯のために非

常に便利という意見も出てきたところです。

そういった意見も踏まえて、泉南市として

は、スマホ等は現時点では学校に必要のな

いものであるという方向性でこのガイドラ

インを策定しているというところになりま

す。 

 その冊子を見ていただきまして、１ペー

ジ目に目次がございます。１点目は「ガイ

ドラインの心」というふうに掲げています。

それから、２点目は「保護者のみなさまへ」、

３点目は「児童・生徒のみなさんへ」、４点

目は「小中学校関係者のみなさまへ」とい

うようにページ構成をしております。 

 ２ページの「ガイドラインの心」の部分

を見ていただけたらと思います。その四角

囲みのところが基本的な考え方のところを、

このガイドラインの心ということでまとめ

ています。１点目は、「保護者は、子どもが

スマートフォン等を持つかどうか、または

どのように使うかを、子どもとよく話し合

って決めてください。」としています。２点

目は、「保護者と学校は協力して、子どもに

自制心や社会のルールを守る強い心が育つ



- 15 - 

ようにしましょう。」としています。３点目

は、「学校生活では、スマートフォン等は必

要ありません。ただし、登下校時の防災・

防犯のために学校にスマートフォン等を持

ってくるときは、同意確認書を提出し、そ

の内容を守ってください。でも、原則とし

て学校では使用できません。」としています。

４点目は、「学校で授業中などにスマートフ

ォン等を使用し、授業に参加しなかったり、

妨害したりするときは、厳しく指導しま

す。」としています。５点目は、「学校は、

紛失や故障などの責任を負いません。」とし

ており、基本的な考え方をこの５点に集約

しているという形になっております。 

 ページをめくっていただきまして３ペー

ジ目、「保護者の皆様へ」という形で、児童

の皆さんへとほぼ同じ内容になっておりま

すが、１点目はスマートフォン等を持つこ

とについて、御家庭でフィルタリングを設

定することや、使う時間についてルールを

つくる等、子どもにスマートフォン等を持

たせる時に守ってほしいことについてを記

載しています。 

 ２点目は、学校に持ってくるとき、学校

への持込みについてというところで、約束

事をしっかり守ってくださいという内容に

なっております。その約束事につきまして

は、ページをめくっていただきまして、７

ページ目のところに同意確認書に記載して

います。１点目は、「登下校中は、かばんの

中に入れ、災害時や犯罪に巻き込まれる等

の緊急の場合以外では使いません。歩きス

マホはしません。」としています。２点目

は、「学校内では、電源を切ってかばんの中

に入れ、学校の指示があるとき以外は使い

ません。」としています。３点目は、「スマ

ートフォン等の所持について、本同意確認

書や学校のルール等が守れない場合には、

学校が預かって保護者に返却したり、一時

的又は長期的に登下校中の所持を制限した

りする等の学校の指導に従います。」とし

ています。４点目は、「災害時等の緊急時以

外で、保護者から子どものスマートフォン

等への連絡はしません。」としています。

５点目は、「適切な使用や使用時間について、

家庭でルールをつくり、適切に管理しま

す。」としています。６点目は、「使用する

アプリケーションやサービスについて、使

用前に家庭で話し合います。」７点目は、

「フィルタリングや使用制限を設定し、不

適切な使用や長時間の使用をさせない工夫

や、パスワードを設定する等、個人情報の

流出や不正な使用を防ぐ工夫をします。」

としています。８点目は、「インターネット

上のトラブルやいじめ、犯罪被害等があっ

た場合の相談窓口や連絡できる関係機関を

知っています。」としています。これは８

ページ目に参考として相談窓口等を掲げさ

せていただいています。９点目は、「スマー

トフォン等の破損・盗難・個人情報の漏洩

等については、保護者の責任とし、学校に

責任を求めません。」と、この９項目を約

束してくださいということで、児童・生徒

と保護者に署名をいただく様式になってお

ります。 

 保護者の皆さん、それから児童・生徒に

向けて、それぞれ分かりやすいような言葉

で表現しているというところになります。 

 それから５ページ、６ページには、小中

学校関係者の皆様へということで、先生方

向けの部分になります。１点目は、「スマー

トフォン等の取扱いに関する基本的な考え

方」について、今申し上げているような約

束事について確認をしています。２点目は、

「緊急時の保護者との連携について」とい

うことで、緊急時には保護者連絡等のとこ

ろについては、対応方法については、学校

としてマニュアル等を準備してくださいと

いうところをお願いしています。また、３

点目は、「適切な使用に関する指導」につい
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て記載しています。４点目は、「生起したト

ラブル・いじめ等への対応」について、記

載されている項目に留意して対応してくだ

さいということ。５点目は、「教員の研修と

児童生徒・保護者への情報提供について」

として、先生方の研修、それから児童生徒・

保護者に対しての情報提供について、やは

りいろんな情報をしっかりと収集していた

だいた上で指導に生かしてくださいとお願

いしているものになります。 

 少し急ぎ足になりましたが、以上です。

後、参考に配付させていただいたスマート

フォンアンケート調査結果の概要になりま

す。一番上の項目ををごらんください。所

持率につきましては小学生が 51％、中学生

が 80％となっており、フィルタリングの設

定等については、わからないという回答が

多いので、フィルタリング設定がしっかり

されていないのかなと捉えています。また、

何をするために使っているのかというとこ

ろでは、ゲームやラインを主に使用してい

るということで、こういった使用状況から

も学校生活には必要ないんだというところ

が見えてくるのかなと思っています。それ

から、使用時間についてですが、かなり長

時間、夜遅くまで使用しているというのも

見えてまいりました。そういったところも

ガイドラインの中に盛り込まさせていただ

いたところになります。 

 以上になります。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御

質問・御意見等はございませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 こういう取扱いを決めること

は規律としていいと思います。別の記事で

読んだんですが、ことしの５月に世界保健

機関でオンラインゲームにのめり込んでし

まうということが、国際疾病分類かなんか

に決定したということで、我々でもついつ

い調べ物で便利なのでネットを見てしまう

んですけれども、ネットなどに依存してい

る子どもたちというのは生活満足度や学力

が低いというような形で世界的にも見られ

ている。僕もついついパソコンを見過ぎた

ら目が痛くなったり、頭が痛くなったりす

るのと一緒で、成長過程の子どもたちがそ

れに依存してしまったら、脳を休める時間

というのが少なくなり健康被害をもたらす

のではないかと危惧します。そういったこ

とも含めて大人がこういう形で指導してあ

げるのはいいのかなと思うので、またよろ

しくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ほかにございませんか。 

 よろしいですか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等

を終了し、議案第６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございま

せんか。全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号は承認することに決

定いたしました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしま

した。 

 これまでの報告議案のほかに御質問・御

意見等はございませんか。 

 よろしいですか。 

 ないようでしたら、次回 11月の泉南市教

育委員会令和元年第 11 回定例会の日程に

ついて、お諮りしたいと思います。原則第

２火曜日ということでありますので、11月

12日になりますが、日程について桐岡教育

総務課長から提案をお願いします。 

 桐岡教育総務課長。 

 

○桐岡教育総務課長 11月につきましては、

12月の議会の前ということがありますので、

まずは 11月 18日、月曜日から 22日、金曜
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日までの間で御都合のよい日時を御提案い

ただけたらと思っております。場所につき

ましては後日お伝えさせていただければと

思っております。 

 

（日程協議） 

 

○古川教育長 それでは、次回の教育委員

会定例会の開催日時は 11 月 18 日の月曜日

13時と予定させていただきます。 

 以上をもちまして、泉南市教育委員会令

和元年第 10回定例会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 


